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＜病棟連絡事項＞
・ベッド移動等、日々情報を更新しているため、リーダー以外のスタッフも確認をするよ

うにして下さい。
＜ベッド移動＞

・1/21（月）榊　典章様が東Dから西Aへ転入予定です。（アルコール依存症）
＜患者様連絡事項＞
・山本　久美子様～詳細はカルテに記載していますが、父様より再度面談を実施したいと

の希望があります。主治医へ報告し日程調整をしていくこととしています。
・池野　功一様～排便困難あるため、本日より酸化マグネシウムが1T追加にて8日分処方の指示があります。
・丸尾　貴史様～不眠時のIFオーダーはブロチゾラムを服用するようにとの指示があります。上記を5回分処方の指示があります。
・四戸　水晶様～頭痛が持続していることで御家族からの希望もあり本日頭部CT検査を施

行しています。1/22（火）11時から主治医・家族面談の予定となってい

ます。

・大山　広美様～1/19から持参薬が終了し、ランタス注が開始になるため、主治医より処置の指示を受けています。

・松村　康憲様～プログラム内の外出・泊訓練に関して御家族・本人の強い希望により1/25～26日に調整をしています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・中居　松男様～レストランにて昼食後、東病棟合併症室のトイレへ篭り「ここにいる～」等の発言、気分高揚、にやつき多弁さが目立っています。再三の介入にてようやく帰棟されていますが、引き続き所在と言動の観察を行って下さい。
・佐々木　康子様～昼食不食、昼食後薬はスムーズに服用されていますがその直後に「変な薬を飲ませないで下さい」と口調を強めて訴えてくることがあります。その後も被毒妄想症状が持続し、他患者様に対して唐突に話しかけて服薬について訴えることがあります。危険行為や他者トラブル発生に注意して見守りを行って下さい。
・長谷川　陽一様～日中の眠気が強いようです。昼食前にも自身の下腿を強い力で叩く行為、表情の硬さがみられています。精神症状の変動に注意し、夜間の睡眠状況を含めて観察を行って下さい。

